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Ⅰ 実践校の概要

１ 学校・地域の特色及び実態

前橋市は群馬県の中央部よりやや南に位置し

（市役所の位置は，東経139度03分48秒，北緯3

6度23分22秒），東京から北西約100ｋｍの地点

にある。市域の北部は上毛三山の雄，赤城山に

至り，北から南に向かって緩やかな傾斜となっ

ている。（最も高いところは富士見地区赤城山

（黒桧山）の海抜1,828ｍ，最も低いところは

下阿内町の64ｍ）市の中央部から南部にかけて

は，海抜100ｍ前後の関東平野の平坦地が広が

り，本市を両分する形で南流する利根川の両岸

に市街地が開けている。

本校は前橋市街の南方に在り，ＪＲ前橋駅の

東方約1km の地点に位置している。近くには群

馬県生涯学習センターや県立文書館などが在

る。学区は，文京町，天川町，天川原町，天川

大島町，朝倉町で，閑寂な住宅街と，住宅と商

店等が混在している地域である。最近は大型シ

ョッピングモール等が続けてオープンしてい

る。また，本地域並びに周辺には朝倉古墳群と

呼ばれている古墳が数多く在る。学校のすぐ南

には（天川）二子山古墳が在り，古代の有力豪

族「朝倉君」（あさくらのきみ）の拠点と考え

られるこの地域は，現在も全体に落ち着いた環

境を維持している。

本年度は生徒数586名，職員数43名，18学級

でスタートした。「文武両道」「礼儀正しく鍛

え合う五中」をスローガンとしている。生徒は

明るく素直である。長い間取り組んできた「あい

さつ運動」の成果で，毎日元気なあいさつが交わ

されている。そして，本校の特色としてすすめて

いる地域の行事やボランティア活動への参加も，

積極的に取り組んでいる。また，生徒は体育大会

やマラソン大会をはじめたくさんの学校行事や学

年行事等にも一生懸命に取り組んでいる。このこ

とは，平常の学校生活が安定し充実しているから

こそ，その時その時の行事にも真剣に取り組み努

力することができるのだと考える。生徒会活動や

部活動にも熱心に取り組み，中体連主催の大会を

はじめ各種大会やコンクールにも好成績を残して

いる。

２ 学校の概要（平成22年5月1日現在）

1年 2年 3年 特別支援学級 計

学級数 5 6 5 2 18

生徒数 男 99 117 87 5 308

女 92 98 90 2 282

計 191 215 177 7 590

教員数44名（保健体育科4名）

運動部活動の状況

実施運動部名 部員数 外部指

男 女 計 導者数

ソフトテニス 45 45 90

剣道 8 17 25 1

バスケットボール 32 26 58

野球部 32 0 32

陸上 22 29 51

ソフトボール 0 17 17

卓球 26 0 26

バレーボール 18 24 42

柔道 13 8 21

サッカー 45 6 51 1

Ⅱ 活用事例及び今後の展望等

【本事業の成果の要点】

地域スポーツ人材（以下外部指導者）を活用

した部活動指導を行うためには，まず，顧問自

身が明確なビジョンをもち，外部指導者に提示

できるようにしておく必要がある。また，外部



指導者の指導意識と指導成果，顧問から見た外

部指導者地の指導に対する満足度と外部指導者

が感じる指導成果について若干相違が見られ

た。外部指導者は，あくまで部活動指導の主は

顧問であり，自らはサポートの立場であると自

覚をもっている。学校生活と部活動を一環させ

た指導を行うことができるのは顧問であるた

め，顧問，外部指導者それぞれ互いに補完しな

がら，組織的な指導を確立させていくことが大

切である。

１ 研究テーマ等

(1) 研究テーマ

地域スポーツ人材活用時における顧問等と

の連携した部活動指導の在り方

～剣道・サッカー部の指導を通して～

(2) 研究テーマ設定のねらい

平成20年3月28日に告示された新学習指導

要領において，部活動についての項目が明記

された。部活動は貴重な経験の機会であり，

青年期教育において極めて重要な教育活動で

あると位置付けられている。しかし，今日の

教育現場では，教員全体の年齢層が高くなっ

ている状況や競技の専門性の不足などによ

り，十分な指導が行き届かないこと，また，

今日の社会全体で教育に参画する方向の中

で，地域や社会教育団体，各種団体との連携

を図り，地域スポーツ人材の登用が促され，

今日の部活動運営は学校のみならず，社会全

体で参画する方向性が示唆されている。

そこで，地域スポーツ人材運用の現状と課

題を明らかにする為に本テーマを設定した。

(3) 取組体制

校長

教頭

研究推進委員会

部活動改善部 授業改善部 生徒指導部

(4) 本事業における主な取組

平 5月

成 ・ 保護者会において部活動運営方針の説

22 明と外部指導者の紹介

年 ・ 春季大会に向けた基礎・基本の練習

度 6月～7月

・ 夏季大会に向けた強化練習。

8月～10月

・ 新人大会に向けた強化練習

11月～12月

・ 来シーズンに向けた体力づくり

２ 活動及び活用事例

(1)剣道部活動例

① 目的

剣道の有資格者である外部指導者を活

用し，基本動作の指導，実戦的な技の指

導，日本剣道型の指導，精神面の指導等

を依頼する。

② 具体的な指導方法や取組の様子

剣道の技能を高めるための基本的な練

習内容についての指導，剣道の練習をす

る上での心構え，昇段試験を受ける上で，

必要な技能と心構え，剣道の成り立ち，

歴史についての指導を，5月から11月に渡

り，計20回の指導を外部指導者に依頼し

た。



前橋市総体校内激励会

一足一刀の間合い

正面の打ち方

胴の打ち方

蹲踞の構え方

③ 成果・課題

合計20回の指導でありながら，その1回

1回に気持ちを込め，優しさと厳しさをも

って生徒に向き合っていただくなど，大

変熱心に指導してもらうことができた。

通常の練習だけでなく試合にも来てもら

いたくさん指導をしてもらうことができ

た。試合に向かう前に，生徒に気合いを

入れてもらったり，また，試合の後は適

切にアドバイスを与えてもらった。生徒

は，これらの指導を真面目に受け，技術

を向上させるだけでなく，気持ちも強く

してもらった。気持ちと技術を鍛えても

らい県大会に個人で出場できた生徒もい

た。初段，二段，一級審査にて全員が合

格することができた。特に，日本剣道形

についての指導が役だった。大変素晴ら

しい剣道師範であった。

【中学校体育連盟大会結果】

・前橋市春季大会女子団体3位

・群馬県春季大会女子団体出場

・前橋市新人大会男子団体準優勝

・群馬県新人大会男子団体出場

(2) サッカー部活動例

① 目的

サッカーの有資格者である地域スポー

ツ人材を活用し，練習メニューの作成，



実技指導，練習試合，公式試合での作戦

指導，中学生としての好ましい言動（社

会性を身に付ける）等の指導を依頼する。

② 具体的な指導方法や取組の様子

サッカーにおける基礎基本の定着を図

ることやスポーツマン精神を育成したり

試合時における戦術やコミュニケーショ

ンの取り方等，技術の向上を目指して5月

から11月に渡り，計20回の指導を外部指

導者に依頼した。

前橋市総体校内激励会

生徒の特徴に合った戦術の説明

③ 成果・課題

外部指導者に生徒個々に適切なアドバ

イスを行っていただけたため，基礎的・

基本的な技術を身に付けることができた。

また，練習メニューを作成して指導して

いただいたので，生徒が日常の活動で効

果的に練習することができた。部員一人

一人の適性を把握し，公式戦等では，適

材適所のポジションを指示してくれた。

部員一人一人の日常の言動の在り方につ

いて細かく指導していただいたので，社会

性も身に付き，生きる力をはぐくませるこ

とができた。

【中学校体育連盟大会結果】

・前橋市春季大会2回戦敗退

・前橋市総合体育大会1回戦敗退

・前橋市新人大会3位

３ 今後の展望

部活動指導における外部指導者の効果的な

活用の在り方を探ることにより，部活動指導

が充実し，生徒のスポーツに親しむ態度の育

成や体力の向上が図られた。また，指導に当

たる顧問の負担を軽減することができた。

新学習指導要領では，中学生の健全な育成

のために部活動は大きな役割を担っていると

位置付けている。生徒数の減少に伴う職員数

の減少のために，専門的指導ができる顧問の

配置が難しくなり，外部指導者の活用が今後

一層進められていくことが考えられる。その

ために，外部指導者と顧問・部員・保護者と

のトラブルが発生しないように，それぞれの

連携を密にできるような外部指導者や顧問を

対象とした資質向上のための研修会に参加し

ていくことも必要であると考える。

新学習指導要領では，「生きる力」を支え

る「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

の調和が重視され，その育成が求められてい

る。そして，本年度は新学習指導要領の一部

を先行実施する移行措置の２年目になる。本

校においても「生きる力」の育成に向け，地

域や保護者の皆様の期待や願いを踏まえなが

ら，教職員が教育公務員としての職責及び組

織の一員であることの自覚に基づき，基本的

人権尊重の精神で生徒一人一人を大切にし，

全教職員の参画のもとに，家庭・地域社会と

連携しながら，第五中学校の教育のさらなる

充実を目指して，ネットワーク（報告・連絡

・相談の徹底による職員間の共通理解と連携



並びに諸機関との連絡調整・連携），フットワ

ーク（素早い対応と指導），チームワーク（学

校・学年組織として対応）を生かし，日々の教

育活動に鋭意努力し取り組んでいきたい。
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前橋市中学校体育連盟における部活動申し合わせ

サッカー部
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群馬県中学校校長会・群馬県中学校体育連盟部活
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群馬県中体連主催大会外部指導者ベンチ入り規程


